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特集 上田を味わおう
旬のものを旬の時期に味わうことは、最高の贅沢といわれます。
また輸送コストの少ない地元産の食材を食べることは、環境にもやさしいといわれます。
市では地元産の農畜水産物の消費拡大を図るため、上田地産地消推進会議を設け、
地産地消を推進する制度も作っています。
そして、この10月から毎月第３金・土・日曜日を「上田を味わう日」として、
地産地消の機運を醸成しています。
皆さんも生産者の顔が見える地元産の食材を味わってみませんか。

10月15日に、海野町秋のフードサミッ
ト会場で、開催された上田産直まつり。
市内の多くの直売所が出店した。

ぜいたく

上
田
地
産
地
消
推
進
会
議

　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
20
年
度

に
設
け
ら
れ
た
こ
の
会
議
は
、
生
産
者
、
農
業

関
係
団
体
、
流
通
関
係
者
、
学
校
給
食
関
係
者
、

消
費
者
団
体
、
行
政
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
上
田
地
域
産
品
の
消
費
拡
大

を
推
進
す
る
制
度
を
創
設
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

地
産
地
消
推
進
の
店

　

上
田
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
水
産
物
や
そ

の
加
工
品
を
積
極
的
に
使
用
す
る
市
内
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
小
売
店
・
量
販
店
、

食
品
加
工
事
業
所
な
ど
を
、
上
田
地
産
地
消
推

進
会
議
が「
地
産
地
消
推
進
の
店
」と
し
て
認
定

す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の
推
進
、
上
田
産
品

の
生
産
・
消
費
拡
大
と
観
光
振
興
を
図
る
た
め

に
平
成
21
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
認
定

店
に
は
、
推
進
の
店
の
目
印
の
看
板
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
20

軒
、
飲
食
店
が
10
軒
、
小
売
店
・
量
販
店
が
３

軒
、
食
品
加
工
事
業
所
が
８
軒
の
合
計
41
軒
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
始
め
た
と

き
の
委
員
で
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
部
門
で
の
認

定
基
準
作
り
に
関

わ
り
、
自
ら
も
別

所
温
泉
で
旅
館
業

を
営
む
倉
沢
章
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
「
も
と
も
と
は
、

観
光
客
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
長
野
県

の
旅
館
の
食
べ
物
は
美
味
し
く
な
い
と
い
う
結

果
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
う
ま
い
と
言
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
地
元
産
を
使
う

こ
と
を
考
え
た
」と
話
す
倉
沢
さ
ん
。「
旬
の
も

の
は
、
そ
の
土
地
で
で
き
た
時
が
旬
で
、
季
節

は
ず
れ
の
も
の
を
他
か
ら
取
り
寄
せ
て
提
供
す

る
の
は
旬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
の
無
い
長
野

県
で
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
提

供
す
る
の
で
は
な
く
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、

信
州
サ
ー
モ
ン
も
メ
イ
ン
の
料
理
に
な
り
ま

す
。
食
材
は
地
域
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち

は
そ
れ
を
探
す
努
力
を
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
を

ど
う
お
客
さ
ん
に
提
供
し
表
現
す
る
か
だ
と
思

い
ま
す
」と
言
い
ま
す
。
ま
た「
地
域
の
食
材
を

近
く
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
は
、
運
搬
な
ど
の
環

境
へ
の
負
荷
も
減
る
こ
と
に
な
る
し
、
皆
が
使

う
こ
と
で
、
価
格
も
下
が
り
ま
す
。
色
も
き
れ

い
で
、
天
ぷ
ら
に
し
て
も
美
味
し
い
、
う
え
だ

み
ど
り
大
根
な
ど
は
、
段
々
そ
う
な
っ
て
来
て

い
ま
す
」。
ま
た
、「
地
域
の
食
材
は
生
産
し
た

人
の
顔
が
見
え
る
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
我
々

は
そ
の
こ
と
を
お
品
書
き
な
ど
で
、
お
客
さ
ん

に
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」と
話
す
倉
沢

さ
ん
。「
自
信
を
持
っ
て
旬
の
食
材
を
提
供
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
を
広
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

認定店に掲示される
「地産地消推進の店」の看板。

倉沢章さん
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※
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ

食
品
の
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
販
売

ま
で
の
過
程
を
明
確
に
記
録
し
、
商
品

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

別所温泉で開催されるフードステーション。
漬物や地元産の名物品などの試食をしてまち
歩きが楽しめる。

　  農政課　TEL23・5122

毎月第３金・土・日曜日は
「上田を味わう日」！
　上田地産地消推進会議の決定を受け
て、上田市では10月から毎月第３日
曜日（家庭の日）を含む金・土・日を、長
野県の｢信州を味わう日｣に合わせ、「上
田を味わう日」とします。
　生産者、直売所、小売店、飲食業、
旅館業など関係者が、旬の食べ方の
PRや、のぼり旗、特別料理の提供な
どで、地産地消を呼びかけます。
　家庭での食事や外食などでも地元産
を意識して、上田を味わいましょう！

フ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

倉
沢
さ
ん
は
、
別
所
温
泉
の
団
体
で
つ
く

る
、
別
所
温
泉
魅
力
創
生
協
議
会
の
地
産
地
消

委
員
会
の
委
員
長
も
務
め
て
い
ま
す
。
同
委
員

会
が
開
催
す
る
地
元
産
の
名
物
品
や
農
産
物
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
フ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
別

所
温
泉
内
の
各
所
に
設
け
ら
れ
、
自
家
製
の
漬

物
や
ジ
ャ
ム
、
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う

、
佃つ
く
だ

煮に

な
ど
が
試
食
で
き

ま
す
。「
漬
物
は
誰
々
さ
ん
ち
の
漬
物
の
よ
う

に
、
作
っ
た
人
の
名
前
を
つ
け
て
出
し
ま
し

た
。
観
光
客
は
、
食
べ
た
こ
と
の
な
い
味
だ
と

思
い
ま
す
。
う
ま
い
も
の
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

ま
ち
歩
き
を
し
て
、
地
元
の
人
と
会
話
や
交
流

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」と
倉
沢
さ
ん
。

フ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
の
信
州
を
味
わ

う
日
と
上
田
市
の
上
田
を
味
わ
う
日
に
合
わ
せ

て
、
月
の
第
３
土
・
日
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
昔
は
、
共
同
浴
場
が
観
光
客
と
地
元
の
人
と
の

交
流
で
き
る
場
所
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
以
外

の
空
間
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。フ
ー
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
そ
の
代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。
地
元

産
の
も
の
を
使
っ
た
食
べ
物
で
、
安
ら
い
で
も

ら
い
、
お
客
さ
ん
へ
の
お
も
て
な
し
に
も
つ
な

が
る
、
地
産
地
消
は
い
い
切
り
口
だ
と
思
い
ま

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
産
地
消
推
進
会
議
推
奨
品

　

上
田
地
域
の
農
畜
水
産
物
や
農
畜
水
産
物
を

原
材
料
と
し
た
加
工
品
・
調
理
品
な
ど
の
中
で
、

特
に
優
れ
た
商
品
を
上
田
地
産
地
消
推
進
会
議

が
推
奨
品
と
し
て
認
定
し
ま
す
。
そ
の
商
品
に

「
上
田
地
産
地
消
推
進
会
議
認
定
・
推
奨
品
シ
ー

ル
」を
貼
り
、
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

特
産
品
の
開
発
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
平
成
22
年
に
創
設
さ
れ
た
の
が
こ
の

制
度
で
す
。
現
在
、
肉
な
ど
原
材
料
部
門
で
は

19
品
、
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
カ
レ
ー
、
魚
の

甘
露
煮
な
ど
の
加
工
品
部
門
で
は
27
品
が
推
奨

品
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
作
っ
た
上
田
地
産
地
消
推
進
会

議
の
畜
産
水
産
部
会
長
の
稲い
な

池い
け

憲
一
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

推
奨
品
の
主
な
要
件
は
、
原
材
料
が
上
田
地

域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
原
材
料
や
加
工
品

の
生
産
過
程
が
、確
認
で
き
る
こ
と
で
す
。「
畜

産
水
産
部
会
で
、
二
次
加
工
品
を
ど
う
売
れ
ば

い
い
か
考
え
て
い
た
と
き
に
、生
産
か
ら
加
工
・

流
通
・
販
売
ま
で
の
過
程
が
確
認
で
き
る
も
の

と
い
う
基
準
を
設
け
て
、
ク
リ
ア
し
た
も
の
に

シ
ー
ル
を
貼
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

加
工
品
に
対
す
る
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ（
※
）が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
推
奨
品
の
シ
ー
ル
は
、

地
元
産
の
原
材
料
か
ら
で
き
た
食
の
安
全
に
責

任
を
持
っ
た
物
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
い
う
こ

と
で
す
」と
話
す
稲
池
さ
ん
。「
地
域
の
人
た
ち

に
、
地
域
の
食
材
を
知
ら
せ
、
地
元
に
は
こ
う

い
う
食
べ
物
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
、
地
域
へ
の
愛
着
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
」。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
畜
産
水
産
物
以
外
の
農
作

物
に
も
推
奨
品
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

し
、
上
田
地
域
産
を
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
販
売

促
進
物
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

長野県の地産地消
イメージキャラクター「旬ちゃん」

上田地産地消推進会議認定推奨品には
左のシールが貼られている。

稲池憲一さん
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　  生活環境課　TEL23・5120

測定日

測　　　定　　　地　　　点　　　  　　　測定値：（μSv/h）

上　田
市役所

丸　子
地域自治
センター

真　田
地域自治
センター

塩　田
地域自治
センター

武石
地域自治
センター

菅平高原
国　際
リゾート
センター

武石観光
センター

美ヶ原
市営第１
駐車場

10月18日 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05 ― ― ―

10月11日 0.06 0.05 0.06 0.04 0.05 ― 0.07 0.06

10月４日 0.06 0.05 0.06 0.04 0.05 0.05 ― ―

９月27日 0.06 0.05 0.06 0.05 0.05 ― ― ―

９月20日 0.06 0.05 0.06 0.04 0.05 ― ― ―

９月13日 0.06 0.05 0.06 0.04 0.05 ― 0.06 0.06

９月６日 0.07 0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 ― ―

８月30日 0.08 0.08 0.06 0.06 0.06 ― ― ―

８月23日 0.07 0.06 0.07 0.05 0.06 0.06 0.07 0.07

・測定値の単位はμSv（マイクロシーベルト）で、１時間当たりの値を示しています。
・測定を実施していない場所は、「―」で表示しています。

上
田
市
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　上田市の空間放射線量の簡易測定は、８月23日から外部委託により実施しています。
　また、９月13日から市による独自の測定を開始。上田市役所、丸子・真田・塩田・武石地域自治
センターでは週１回、菅平高原国際リゾートセンター、武石観光センター、美ヶ原市営第１駐車場
（冬の閉鎖期間を除く）では月１回の測定を実施し、随時上田市ホームページで公表しています。結
果は下表のとおりです。

　空間放射線量に関しての国による安全基準は示されていませんが、国際放射線防護委員会の勧告
では「平常時における一般の人が受ける自然放射線、および医療目的の放射線を除く放射線の限度
を年間１mSv（ミリシーベルト）」と定めています。屋外で８時間、屋内で16時間過ごした場合、年
間１mSvは１時間あたり0.19μSvと計算されることから、県では「１時間あたりの空間放射線量が
0.19μSv以下であれば健康に影響のない値である」と判断しています。市内での測定結果は、すべ
ての地点においてこの範囲内に収まっています。
年間被曝限度量１mSvの１時間当たりの数値（X：測定値）の換算計算式※１は、次のとおりです。
（XμSv/時間×８時間(屋外）＋ XμSv/時間×0.4(透過率）※２×16時間(屋内））×365日
＝ 1,000μSv/年 ＝ １mSv/年
よって、X［年間被曝限度量１mSvの１時間当たりの数値］＝0.19μSv/時間

※１ 換算方法は、文部科学省による福島県内の学校における対応基準を参考にしました。
※２ 屋内は、屋外に比べ空間放射線を６割遮へいするといわれています。

日常生活と放射線
　私たちは、日常生活で、大地からの放射線（カリウム－40やトリウム－232）や宇宙から地球上に降
り注いでいる放射線（宇宙線）といった自然由来の放射線を受けています。
　県環境保全研究所（長野市）では、今回の福島第一原発事故以前の平成３年から海外における核実
験や原発事故による影響を把握するために、文部科学省の委託により放射線を定期的に、また連続
的に監視測定するモニタリングポストを設置し、測定を行っています。
　これによると、同事故以前の空間放射線量の平常値は0.038μSv/h、今年８月の１か月の空間放
射線量の平均値は0.041μSv/hであり、ほぼ同程度の結果でした。
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気軽に取り組む節電・省エネの第一歩
シリーズ

　

今
年
の
夏
は
、
震
災
の
影
響
で
全
国
的
な
電
力
供
給
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
事

業
者
や
各
家
庭
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
部
電
力
㈱
に
よ
る
と
、
今
年
の
夏
の
電
力
需
要
ピ
ー
ク
は
、
昨
年
に
比

べ
お
よ
そ
７
％
削
減
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
寒
さ
厳
し
い
信
州
の
冬
が
や
っ
て
来
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
の
凍
結
防
止
帯
や
電
気
こ
た
つ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、
夏
場
同

様
に
電
気
を
使
用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
気
温
が
上
が
る
昼
す
ぎ
に
電
力
需
要
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
と
は
違
い
、
冬
は
、
ピ
ー
ク
は
低
い
も
の
の
一
日
を
通
し
て
電
力
需

要
が
高
ま
り
ま
す
。

市では夏に引き続き、節電・省エネルギーのポイントをまとめてみました。
この虎の巻を参考に、冬の省エネ術に取り組みませんか。

一
人
ひ
と
り
が

　

で
き
る
こ
と
を
確
実
に
！

節
電
・
省
エ
ネ
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　  生活環境課　TEL23・5120

知って得、聞いて納得メモ

冷蔵庫の側面にチラシやお知らせ
などのプリントを貼っていません
か。
★省エネアドバイザーからの
　アドバイス！
　実は「最近の冷蔵庫の側面は、
本体の熱を逃がすように設計さ
れているので『壁から離して設
置すること』、『ものを貼らない
こと』」

　ちなみに冷蔵庫の前面は、もの
を貼っても大丈夫ですよ。

我が家の省エネ診断を受けてみませんか？
｢エコとく診断｣（無料家庭診断）

　県では、専門の省エネアドバイザーを希望の日時
に無料で各家庭に派遣する｢エコとく診断｣を実施し
ています。家電機器や自動車などの使用方法やエネ
ルギー消費量を診断し、ライフスタイルやライフス
テージに応じて具体的な省エネ方法を提案。省エネ
診断機器を使った診断も行うことができます。
　県内在住ならどなたでも申し込みができ、診断は
１時間程度で終わります。
　NPO法人CO2バンク推進機構
　　TEL026・285・5370

得
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　イギリスの作家・オスカー・ワイルド作「幸福な王子」は、自我を持った王子の銅像とつばめの話。王子
は、貧しい人や困っている人たちを救うために、つばめの力を借りて、自分の王冠や服についている宝石
をほどこします。みすぼらしい姿になった王子と、王子の使いをしていて南に渡るチャンスを逃し凍死し
てしまったつばめの魂が天国に召されていくという、悲しくも美しい物語ですが、そこは青島広志氏！愉
快に楽しめる味付けがされています。家族みんなでお出かけください。

青島広志の音楽劇「幸福な王子様」
お子さんと一緒に楽しめる♪

０歳児から楽しめるクラシックコンサート
まる＆ゆいキッズコンサート

　通常であれば会場に入場できない小さなお子さんが主役のコンサートです。声をあげても、体を
動かしてもOK！演奏家が客席を演奏しながら歩き回り、ちびっこに人気の楽器体験あり、みんな
での大合唱もあります。

情報

青島広志さん

日　時  11月20日㈰午後１時30分開演（１時開場）
場　所  丸子文化会館
出　演  青島広志（演出、ピアノ）、小野勉

つとむ

（幸福な王子役、
テノール）、鐵

てつ

由美子（ツバメ役、ソプラノ）、横
山美奈（人魚姫役、ソプラノ）、和田ひでき（詩人・
失恋した男役、バリトン）

年齢制限  ４歳以上で、他の観客の鑑賞に迷惑にならない方
入場料  一般2,500円、中学生以下1,500円
 自由席（一般のみ整理番号付き。開場時間になり

ましたら、チケットにある整理番号順に入場いた
だきます）。

販売窓口  丸子文化会館（TEL42・0001）、琴光堂楽器店、平安
堂上田しおだ野店、ローソンチケット（Lコード：
34999）、イベントナガノ

　青島広志音楽会実行委員会　TEL080・1037・1535

日　時  12月11日㈰
 午前11時30分開演（11時開場）
 午後３時開演（２時30分開場）
　　　　　（２回公演。予定公演時間70分）
場　所  上野が丘公民館大ホール
入場料  一般（高校生以上）1,500円（11月26日㈯までに購

入した場合は1,000円）。保護者一人につき中学生
以下２名まで無料。開場時間になりましたら、チ
ケットにある整理番号順に入場いただきます。

販売窓口  琴光堂楽器店、平安堂上田しおだ野店、イベント
ナガノ

　キッズコンサート実行委員会　TEL080・4658・5588
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　上田市出身またはゆかりの
人物で、国内や世界で活躍し
た先達者をテーマに、人物像
や業績について学びます。

「信州上田の偉人」講座

上田が生んだ国際商業写真家
ハリー・Ｋ・シゲタ 第６回まちづくり講演会

地域づくりに向けて

　４月１日に施行となった上田市自治基本条
例に掲げる自治の理念に基づいた「市民参加
と協働によるまちづくり」を推進していくた
め、まちづくり講演会を開催します。地域協
議会委員研修会を兼ねていますが、市民の皆
さんもぜひご参加ください。

第５回上田市花と緑のまちづくりコンクール
こころ豊かな暮らしは花づくりから

　第５回となる今年は、それぞれの部門からあわせて46件の応募がありました。８月26日に１次審査、９月
８日に２次審査を行い、個人を含む11団体を選定しました。
　なお、表彰式は11月18日㈮に行います。

富士見台みどりの仲間 下本郷地区花と緑の街づくり協議会

中島明宅 塩川小学校

日　時  11月12日㈯
 午後１時30分～３時30分（１時開場）
場　所  マルチメディア情報センターホール
　　　　　（駐車場が限られていますので、乗

り合わせでお越しください）
演　題 　「これからの地域づくりに向けて」
講　師  関

せき

谷
や

昇
のぼる

氏（千葉大学法経学部准教授）
対　象  どなたでも参加可
参加費  無料
申し込み  不要
　  市民参加・協働推進課
 　　　TEL22・4100（内線1352）

日　時  11月26日㈯
 午後１時30分～
場　所  上田商工会議所
 ５階ホール
演　題 　「ハリー・Ｋ・シゲタ、その人生と写真」
講　師  学芸員（市職員）
定　員  先着50名
参加費  無料
申し込み  11月10日㈭以降、電話で中央公民館へ。
その他  駐車場は市役所または近隣の有料駐車

場をご利用ください。商工会議所の駐
車場は有料となります。

　中央公民館　TEL22・0760

部　門  受賞者名（敬称略）
◇団体（50㎡未満・プランター）の部
・最優秀賞　富士見台みどりの仲間
・優秀賞　　荻窪ビーンズの会
・奨励賞　　大畑自治会花づくり推進部
◇団体（50㎡以上）の部
・最優秀賞　下本郷地区花と緑の街づくり協議会
・優秀賞　　しなの木会・上沢子供会
・奨励賞　　藤原田花と緑の会
◇個人の部
・最優秀賞　中島明
・優秀賞　　和田幸雄
・奨励賞　　黒澤朝

あさ

男
お

◇学校の部
・最優秀賞　塩川小学校
・奨励賞　　第五中学校
　  公園緑地課　TEL23・5134
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情報あ･ら･かると
Information A La Carte
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

休
日
等
の
歯
科
救
急
治
療
の

対
応
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま

で
、
地
域
の

各
々
の
医
院

が
当
番
制
で

対
応
し
て
き

た「
歯
科
の

休
日
の
救
急

治
療
」
は
、

11
月
13
日
㈰

に
開
所
す
る

「
休
日
歯
科

救
急
セ
ン
タ
ー｣

が
対
応
し
ま
す
。
休
日

（
日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
な
ど
）

の
応
急
的
な
歯
科
治
療
を
行
う
施
設
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
名
称　

休
日
歯
科
救
急
セ
ン
タ
ー（
TEL

24
・
８
０
２
０
）

●
所
在
地　

材
木
町
１
丁
目
３―

６（
上

田
小
県
歯
科
医
師
会
館
内
）

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

上
田
小
県
歯
科
医
師
会

　
　

TEL
22
・
２
１
６
０

司
法
書
士
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

職
場
内
や
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

電
話
で
の
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
相
談
専
用
電
話　

０
２
６
・
２
３
２
・
７

　

４
９
９

　

長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

平
成
24
年
上
田
市
成
人
式

●
期
日　

平
成
24
年
１
月
８
日（
日
・
成

人
の
日
の
前
日
）

　

地域 中学校通学区域 会　　場 時　　間

上田

一中・二中・三中 上田市民会館
受付：午後１時～
開式：
午後１時30分～

四中・六中 上田創造館
五中 上野が丘公民館
塩田中 塩田公民館

丸子 丸子中・丸子北中 丸子文化会館 受付：
午前10時30分～
開式：午前11時～

真田 真田中・菅平中 真田中央公民館
武石 依田窪南部中 武石公民館

●
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
案
内
状
の
発
送

・
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
に
は
、
11

月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

・
上
田
市
出
身
で
市
外
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
も
出
席
で
き
ま
す
。
出
席
を
希

望
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内

状
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
上
田

市
携
帯
サ
イ
ト

の
成
人
式
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

丸
子
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

武
石
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

血
圧
計（
デ
ジ
タ
ル
式
を
除
く
）、
体
温

計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
お
よ
び
キ
ッ
チ

ン
ス
ケ
ー
ル
の
無
料
精
度
診
断
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ
て

は
検
査
設
備
の
都
合
上
、
診
断
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

期　日 時　　　間 場　　　所

11月21日㈪
午前９時30分～11時30分 市役所南庁舎６階真田の間

午後１時30分～３時30分
丸子ふれあいステーション
３階会議室

11月22日㈫
午前９時30分～11時30分 市役所南庁舎６階真田の間
午後１時30分～３時30分 武石公民館第１会議室

11月24日㈭
午前９時30分～11時30分 市役所南庁舎６階真田の間
午後１時30分～３時30分 真田中央公民館第２会議室

11月28日㈪ 午前９時30分～正午、
午後１時～３時

市役所南庁舎５階
第３会議室11月29日㈫

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

今
月
の
表
紙

お
知
ら
せ

　体を動かす楽しさを体験し、ス
ポーツに親しむ習慣を身につけて
もらおうと９月24日に真田地域で
「すこやかキッズスポーツ塾」が、
開催されました。さなだスポーツ
クラブがわがまち魅力アップ応援
事業の採択を受けて開催し、バ
レーボール、体操、テニス、サッ
カー、水泳の５種目に市内外から
300人以上の小中学生が参加。サッ
カー教室ではチームで手をつな
ぎ、ボールに集中して動きを判断
するゲームを行うなど、子どもた
ちはオリンピック代表として活躍
したアスリートの指導に真剣に取
り組んでいました。

すこやかキッズスポーツ塾in真田

上田市携帯サイト
平成24年上田市成人式



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫
は

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

上
田
市
で
は
、
今
年
、
９
月
30
日
ま
で

に
49
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
た
き
火
を
し
て
い
て
強
風
に
あ
お

ら
れ
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
、
消
火
を

せ
ず
そ
の
場
を
離
れ
て
火
災
に
な
っ
た
と

い
っ
た
原
因
の「
そ
の
他
火
災
」が
18
件
と

前
年
よ
り
15
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
た
き
火
を
す
る
時
は
消
防
署

に
届
出
を
し
、
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し

安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト

「
三
つ
の
習
慣
」

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
四
つ
の
対
策
」

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

女
性
の
た
め
の
、
暮
ら
し
の

中
の
悩
み
ご
と
相
談

　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
の
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

に
あ
わ
せ
、
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
、
悩

み
ご
と
の
あ
る
女
性
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
セ
ク
ハ

ラ
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ
め
、
家
庭
内

の
悩
み
ご
と
な
ど

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

公
的
年
金
の
確
定
申
告

不
要
制
度
の
創
設

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
該
当
者
の
う
ち
、
医
療
費
控

除
な
ど
に
よ
る
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
譲
渡
損

失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
控
除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控

除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

上
記
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て
も
、
住

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

あ
す
な
ろ
の
会
上
田

上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

市
内（
詳
細
は
申
込
時
に
お
伝

え
し
ま
す
）

●
内
容　

自
死
遺
族
の
分
か
ち
合
い

●
対
象　

自
死
さ
れ
た
方
の
家
族（
対
象

者
以
外
は
参
加
不
可
）。

●
参
加
費　

１
０
０
円（
お
茶
代
な
ど
）

●
申
し
込
み　

11
月
17
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

せら知お

　９月19日、第29回上田真田まつりが盛大に開催され、宮城県
蔵王町など真田氏ゆかりの自治体関係者も多く参加しました。
　３月の東日本大震災では、沿岸部のみならず内陸部の蔵王町
でも家屋や道路、上下水道などに被害が発生しました。市では、
震災後、同町に生活物資や見舞金を届けるなどの支援活動を行
いました。この度の来田に際し、村上英

ひで

人
と

町長から市長に災害
支援に対する感謝状が贈呈され、また、NHK大河ドラマ「眞田
幸村公」放映実現に向けた署名も手渡されました。贈られた感
謝状は、市役所本庁舎１階市民ギャラーに展示しています。
　 秘書課　TEL22･3435

宮城県蔵王町から
災害支援に対する感謝状が
贈呈されました

お
知
ら
せ
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催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

in
イ
オ
ン
上
田

　

東
信
地
域
の
福
祉
事
業
所
が
出
展
し
、

施
設
で
製
作
さ
れ
た
製
品
の
販
売
と
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
、
同
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

イ
オ
ン
上
田
店
２
階
モ
ー
ル
ビ

ジ
ョ
ン
前

　

長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
東

信
ブ
ロ
ッ
ク（
上
田
明
照
会
・
今
井
）

　
　

TEL
24
・
７
６
１
６

久
米
正
雄
生
誕
１
２
０
周
年

記
念
講
演
会

　

上
田
市
出
身
の
小
説
家
で
劇
作
家
・
久

米
正
雄
の
生
誕
１
２
０
周
年
を
記
念
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
に
正

雄「
上
田
ゆ
か
り
の
資
料
」を
展
示
。
ま
た

講
演
終
了
後
、
正
雄
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
・
約
30
分
）、
自
由
参

加
の
茶
話
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

●
場
所　

河
合
邸（
久
米
正
雄
生
誕
地
、

上
田
城
跡
公
園
二
の
丸
橋
向
か
い
側
）

●
演
題　
「
作
家　

久
米
正
雄
の
生
涯
」

●
講
師　

日に
っ

塔と
う

と
も
子
氏（
福
島
県
郡
山

市
こ
お
り
や
ま
文
学
の
森
資
料
館
主

任
）

●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
聴
講
料
・
記

念
品
資
料
代
と
し
て
）

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局（
河
合
）

　
　

TEL
０
９
０
・
８
７
４
３
・
２
０
２
１

　
　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

　
　
　

久米正雄

平
八
郎
茶
屋
・
赤
松
小
三
郎

記
念
館
開
館
記
念
一
般
公
開

　

映
画「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」の
ロ
ケ
地
と

な
っ
た
矢
出
沢
川
沿
い
の
、
旧
北
国
街
道

に
残
る
旧
家
・
丸
山
邸
と
そ
の
敷
地
内
の

蔵
な
ど
を
、「
平
八
郎
茶
屋
」と「
赤
松
小
三

郎
記
念
館
」と
し
て
改
修
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

丸
山
平
八
郎
は
、
上
田
城
跡
の
保
存
に

私
財
を
投
じ
て
尽
力
し
た
人
物
で
、
赤
松

小
三
郎
は
、
上
田
藩
出
身
で
幕
末
の
洋
式

兵
学
者
、
ま
た
議
会
政
治
の
先
唱
者
と
し

て
名
を
残
し
た
人
物
で
す
。

　

こ
の
両
施
設
の
開
館
を
記
念
し
、
一
般

公
開
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

丸
山
平
八
郎
邸「（
屋
号
）木き

屋や

平ひ
ら

」（
常
磐
城
３
丁
目
）

●
内
容

・
平
八
郎
茶
屋
／
薬
草
・
ハ
ー
ブ
茶
の
お

ふ
る
ま
い
、
餅
つ
き
、
豚
汁
、
こ
ね
つ

け
な
ど
。
映
画「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」の

撮
影
で
女
優
・
宮
沢
り
え
さ
ん
、
俳
優
・

真
田
広
之
さ
ん
が
実
際
に
着
用
し
た
衣

装
の
展
示
。

・
赤
松
小
三
郎
記
念
館
／
記
念
碑
、
資
料

展
示
。

　

信
州
上
田
文
化
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

（
久
保
）

　
　

TEL
０
９
０
・
４
８
３
３
・
０
６
５
８

　

赤松小三郎

戦
争
体
験
を
語
る
会

　

戦
後
66
年
余
り
が
過
ぎ
、
日
本
の
３
分

の
２
の
人
々
は
戦
争
体
験
の
な
い
人
た
ち

と
な
り
ま
し
た
が
、
戦
争
の
実
態
は
映
画

や
テ
レ
ビ
の
物
語
と
は
異
な
り
悲
惨
の
極

み
で
す
。
そ
し
て
、
生
き
た
く
て
も
生
き

ら
れ
な
か
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

戦
争
を
風
化
さ
せ
ず
い
の
ち
の
大
切

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
一
人
ひ
と
り
が
再
確

認
す
る
機
会
と
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
開
場
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
西
内
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
、
丸
子
修
学
館

高
校
の
生
徒
の
語
り
ほ
か
）、
戦
争
遺

児
の
体
験
談
、
講
演｢

戦
争
と
私
〜
近

ご
ろ
思
う
こ
と
」桜
井
佐さ

七し
ち

氏（
桜
井
甘

精
堂
会
長
）

●
定
員　

８
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
併
設
開
催　
「
戦
没
者
遺
骨
収
集
に
み

る『
い
の
ち
の
写
真
パ
ネ
ル
展
』」／
11

月
25
日
㈮
午
後
１
時
〜
同
月
26
日
㈯
午

後
５
時
ま
で
／
丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
６
６
８
２

　
　

桜井佐七さん

改
正
入
管
法
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

　

平
成
24
年
７
月
に
大
幅
な
改
正
が
予
定

さ
れ
る
入
管
法
。外
国
人
と
関
わ
る
活
動
・

業
務
を
し
て
い
る
、
今
後
外
国
人
を
雇
用

す
る
、
海
外
進
出
を
考
え
て
い
る
、
外
国

人
と
婚
姻
し
て
い
る
と
い
っ
た
皆
さ
ん
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご

聴
講
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

50
分

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
改
正
入
管
法
の
要
点
に
つ
い

催
し



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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て
」

●
講
師　

林
辰
幸
氏（
長
野
県
行
政
書
士

会
上
田
支
部
国
際
部
会
長
）

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

う
え
だ
環
境
市
民
会
議

環
境
講
演
会

　

東
京
都
の
気
候
変
動
対
策
づ
く
り
な
ど

に
か
か
わ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
間
連
携
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
谷
口
信
雄
さ
ん
を
迎
え
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
自
身
が
、
何

が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
演　
「
地
域
か
ら
は
じ
め
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」

●
講
師　

谷
口
信
雄
氏（
東
京
都
環
境
局

職
員
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

第
11
回

青
木
裕
子
朗
読
の
世
界

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
作
家
、サ
カ
リ
ア
ス
・

ト
ベ
リ
ウ
ス
作「
星
の
ひ
と
み
」ほ
か
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
童
話
の
朗
読
を
お
送
り
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

青
木
裕ゆ
う

子こ

氏（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円
、

当
日
１
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

（
要
申
し
込
み
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー（
TEL
29
・
０
２
１
０
）へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

真
田
三
代
歴
史
講
座

（
語
り
部
養
成
講
座
）

　

真
田
三
代（
幸
隆
、昌
幸
、信
幸
、信
繁
）

を
中
心
に
そ
の
生
き
方
な
ど
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
真
田
氏
発
祥
の
郷
と
し
て
、
観
光

に
訪
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
歴
史
ガ
イ
ド
・
語

り
部
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
、
12
月
14
日
・
28
日
、

平
成
24
年
１
月
11
日
・
25
日
、
２
月
８

日
・
22
日
、
２
月
29
日
、
３
月
14
日
・

28
日
の
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30

分（
全
10
回
）

●
場
所　

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
、
真
田
図
書

館
●
講
師　

常と
き

田だ

軍ぐ
ん

三ぞ
う

氏（
作
家
、
真
田
氏

研
究
家
、
真
田
三
代
歴
史
語
り
部
）

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

に
、
電
話
で
真
田
産
業
観
光
課
、
ま
た

は
真
田
図
書
館
へ
。

　

産
業
観
光
課（
ゆ
き
む
ら
夢
工
房

　
　

内
）　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
２
０
４

　
　

真
田
図
書
館　
　

TEL
72
・
８
０
８
０

野
沢
菜
収
穫
即
売
会

　

遊
休
農
地
解
消
対
策
の
一
環
で
栽
培
し

た
野
沢
菜
を
１
束
約
４
㎏
、
２
０
０
円
で

摘
み
取
り
で
き
ま
す
。
豚
汁
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
な
く

な
り
次
第
終
了（
少
雨
決
行
。
雨
天
延

期
の
場
合
は
23
日（
水
・
祝
）に
開
催
）

●
場
所　

武
石
上
本
入
収
穫
体
験
農
園
ほ

か（
福
寿
草
群
生
地
の
少
し
先
、
県
道

左
側
の
畑
。
昨
年
よ
り
栽
培
面
積
を
増

や
し
ま
し
た
。ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可

●
持
ち
物　

包
丁

　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

城
南
地
区
文
化
祭

サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
上
田
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」に
よ
る
解
説
つ

き
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
30
分
開

演（
２
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
曲
目　

口
笛
吹
き
と
子
犬（
プ
ラ
イ

ヤ
ー
作
曲
）、
ド
ナ
ウ
河
の
さ
ざ
な
み

（
イ
バ
ノ
ビ
ッ
チ
作
曲
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー

舞
曲
第
５
番
・
６
番（
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

曲
）、
童
謡
：
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
、

森
の
く
ま
さ
ん
ほ
か

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

第
25
回

丸
子
地
域
消
費
生
活
展

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
・
わ
た
し
達
の
暮
ら
し
〜
確
か
な
情

報
・
確
か
な
目
〜
」。

　

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
参
加
団
体

の
展
示
発
表
で
す（
新
生
上
田
市
５
周
年

記
念
事
業
）。

●
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

多
数
の
参
加
出
品
団
体
に
よ
る

日
々
の
活
動
発
表
、
バ
ザ
ー
な
ど

●
持
ち
物　

エ
コ
バ
ッ
グ（
配
布
す
る
記

念
品
の
持
ち
帰
り
用
と
し
て
。
数
量
限

定
）

　

丸
子
地
域
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

事
務
局（

市
民
生
活
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
２
１
６

催
し
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上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

第
６
回
定
期
演
奏
会

　

音
楽
を
通
じ
た
防
火
・
防
災
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
、
上
田
市
消
防
団
音
楽

隊「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ 

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
」。
演
奏
に
の
せ
て
防
火
の

心
と
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
届
け
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
演
奏
曲　
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス（
復
興
）」

「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
メ
ド
レ
ー
」「
マ
ル
・
マ
ル
・

モ
リ
・
モ
リ
！
」な
ど

　

上
田
市
消
防
団
事
務
局

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

ひ
ま
わ
り
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

に
よ
る
人
形
劇「
む
か
し
話
」で
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
菊
祭

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
ま
で
の
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
土
日
祝
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
内
容　

大
菊
３
本
立
て
、だ
る
ま
作
り
、

懸け
ん

崖が
い

作
り
、
盆
栽
菊
、
ス
プ
レ
ー
菊
な

ど
の
展
示（
出
展
数
約
２
０
０
鉢
）

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

　
　

菊
祭
実
行
委
員
会（
黒
岩
）

TEL
23
・
５
８
５
３

第
14
回
民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
う
え
だ

　

今
年
は「
天
狗
」を
テ
ー
マ
に
、
紙
芝

居
、
語
り
、
朗
読
な
ど
、
懐
か
し
く
面
白

い
民
話
の
世
界
に
誘い
ざ
な

い
ま
す
。
地
元
高
校

生
が
中
心
に
な
っ
て
作
る「
天
狗
汁
」の
ふ

る
ま
い
鍋
や
、
子
ど
も
の
遊
び
も
の
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

塩
田
の
里
交
流
館「
と
っ
こ
館
」

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
う
え
だ
実

行
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
38
・
５
２
２
９

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の

ご
両
親
の
お
話
を
聴
く
会

　

拉
致
被
害
者
・
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ご

両
親
の
滋
さ
ん
と
早
紀
江
さ
ん
か
ら
話
を

お
聴
き
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
50
分

●
場
所　

長お
さ

小
学
校
体
育
館

●
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
め
ぐ
み
」の
視
聴
、
横

田
滋
さ
ん
と
早
紀
江
さ
ん
の
講
演

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

長
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
特
別
講
演
会
実
行

委
員
会
事
務
局（
久
保
田
）

TEL
０
９
０
・
１
１
１
９
・
６
０
８
７

が
ん
検
診
啓
発
イ
ベ
ン
ト

皆み
ん
な

で
知
ろ
う
が
ん
の
こ
と
！

　

今
、
が
ん
は
検
診
を
受
診
し
て
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
治
る
可
能
性
が
高
く
、

決
し
て
怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が

ん
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
大
切
な

人
と
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
、
同
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

ア
リ
オ
上
田
１
階
催
し
物
会
場

星
の
コ
ー
ト

●
内
容　

が
ん
に
関
す
る
各
種
ブ
ー
ス
や

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
健
康
長
寿
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
５
０

第
29
回

上
小
地
域
健
康
の
つ
ど
い

　

生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
活
力
に
満

ち
た
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の

共
通
の
願
い
で
す
。
今
と
い
う
時
代
を
生

催
し

＜広告欄＞
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活
の
質
を
高
め
豊
か
な
気
持
ち
を
持
つ
た

め
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
15
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演「
放
射
能
汚
染
が
人
体
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
」佐
々
木
茂
氏

（
信
州
大
学
医
学
部
画
像
医
学
講
座
助

教
）、
意
見
交
換

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

長
野
県
地
域
包
括
医
療
協
議
会
支
部

上
小
地
区
協
議
会
事
務
局（
上
田
市

医
師
会
内
）　

TEL
22
・
０
６
５
５

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座
を

開
催
し
ま
す

　

水
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
浮
力

に
よ
り
、
余
計
な
負
担
が
か
か
ら
ず
運
動

が
で
き
ま
す
。
適
正
体
重
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

●
内
容
／
日
時　

①
講
座
前
後
の
体
力
測
定（
必
須
）／
12
月

２
日
㈮
、
平
成
24
年
２
月
24
日
㈮
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

②
運
動
実
践
／
12
月
６
日
㈫
〜
平
成
24
年

２
月
17
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日
・
隔
週
火

曜
日（
全
13
回
）、午
後
７
時
〜
８
時（
詳

細
は
後
日
通
知
）

③
栄
養
講
座
２
回（
詳
細
は
後
日
通
知
）

●
場
所　

①
③
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康

プ
ラ
ザ
う
え
だ
、
②
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上

田
●
対
象　

40
〜
64
歳
の
①
に
必
ず
参
加
で

き
る
市
民
の
う
ち
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
、

ま
た
は
男
性
は
腹
囲
85
㎝
以
上
、
女
性

は
90
㎝
以
上
の
方
。
※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重

（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）÷
身
長（
ｍ
）

●
定
員　

15
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
者
募
集

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト（
Ｎ

Ｐ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は「
完
璧
な
親
な
ん
て

い
な
い
」と
い
う
意
味
の
、
カ
ナ
ダ
生
ま

れ
の
子
育
て
中
の
親
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
参
加
者
み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
決
め
て

話
し
合
い
、
学
び
合
い
、
支
え
合
う
参
加

型
講
座
で
す
。
子
育
て
を
す
る
仲
間
と
、

自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
方
法
を
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進
行

役
）が
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
22
日
㈫
・
29
日
㈫
、
12
月

６
日
㈫
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪

の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

0
歳
〜
就
園
前
児
と
保
護
者

●
募
集
人
員　

10
名（
託
児
あ
り
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

エ
コ･

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

の
参
加
者
募
集
！

　

私
た
ち
が
毎
日
か
か
わ
る「
食
生
活
」に

お
け
る
、「
買
い
物
」「
料
理
」「
片
付
け
」と

い
っ
た
、
日
常
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環

境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
、
環
境
学

習
会「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」で
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

12
月
１
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

●
内
容　

講
義「
適
量
を
つ
く
り　

適
量

を
食
べ
よ
う
」、
実
習（
大
根
葉
の
じ
ゃ

こ
飯
な
ど
）

●
定
員　

先
着
20
名
程
度

●
参
加
費　

一
人
３
５
０
円（
当
日
徴
収
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
１
枚
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

11
月
16
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地
域
会

議
事
務
局
へ
。

　

豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地
域
会
議

事
務
局（
上
小
地
方
事
務
所
環
境
課

内
）　

TEL
25
・
７
１
３
４

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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第
４
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
の
ひ
き

こ
も
り
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
対
応

が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
28
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
こ
こ
ろ
の
声
に
寄
り

添
っ
て
」塚
越
洋よ
う

子こ

氏（
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
う
え
だ
相
談
員
）、
交
流
会

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

冬
季
講
座
受
講
生
募
集

●
講
座
名（
対
象
・
定
員
）／
日
時
／
場
所

・
Ｘ’
ｍ
ａ
ｓ
の
パ
ン
と
料
理（
成
人
・
親

子
、
先
着
８
組
）／
11
月
12
日
㈯
午
前

９
時
30
分
〜
／
城
南
公
民
館

・
塩
田
の
お
か
し
や
さ
ん
へ
よ
う
こ
そ

（
親
子
・
先
着
８
組
）／
11
月
23
日（
水
・

祝
）午
前
10
時
〜
／
塩
田
公
民
館

・
よ
だ
く
ぼ
里
山
を
歩
く
会（
小
学
生
、

低
学
年
は
保
護
者
同
伴
・
先
着
10
名
）

／
11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
〜
／
武
石
公

園
周
辺

・
英
語
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本

（
小
５
〜
大
人
、
先
着
15
名
）／
12
月
４

日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
／
上
田
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー

・
Ｘ’
ｍ
ａ
ｓ
キ
ャ
ン
ド
ル
キ
ッ
ズ
フ
ラ

ワ
ー
①
②（
ど
な
た
で
も
・
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
、
各
15
名
）／
12
月
18
日

㈰
①
午
前
、
②
午
後
／
中
央
公
民
館

・
お
も
て
な
し
の
茶
道（
小
学
生
〜
大
人
、

先
着
８
名
）／
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
／
丸
子
文
化
セ
ン

タ
ー

●
申
し
込
み　

各
講
座
の
開
催
１
週
間
前

ま
で
に
、
は
が
き
で（
踏
入
２

－

１

－

15　

池
野
第
二
ビ
ル
２
階　

生
涯
楽
習

「
上
田
自
由
塾
」事
務
局
宛
）。
講
座
に

よ
り
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、各
公
民
館
設
置
の
冬
季
カ
タ
ロ
グ
、

ま
た
は
上
田
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

料
理
講
座　

旬
の
野
菜
を

使
っ
た
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー

●
日
時　

11
月
29
日
㈫
、
12
月
13
日
㈫
・

20
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
場
所　

西
部
公
民
館
２
階
料
理
室

●
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
せ
ち
料
理

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

16
名

●
参
加
費　

受
講
料
３
０
０
円
、
材
料
費

２
０
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
容
器（
持
ち
帰
り
用
）

●
申
し
込
み　

11
月
15
日
㈫
以
降
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
西
部
公
民
館
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
超
入
門

・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
作
り
を
通
じ
て
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
の
配
置
、
文
字
の
編
集
な
ど

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
基
本
機
能
を
学
び

ま
す
。

●
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

文
字
入
力
が
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

１
５
０
０
円

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

高
齢
者

初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
期
日　

平
成
24
年
１
〜
12
月
、
月
〜
水

曜
日
の
う
ち
週
１
回

●
場
所　

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方（
当
教
室
で
以
前
受

講
し
た
方
、
他
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
な

ど
で
受
講
中
の
方
は
除
く
）

●
定
員　

50
名
程
度

●
参
加
費　

１
か
月
１
２
０
０
円
、
資
料

代
年
間
６
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

●
申
し
込
み　

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
63
回
市
民
公
開
講
座

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
、
当
院
医
師
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）に
つ
い
て
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

〝静〞と〝動〞の中で育つ
「生きる力」を大切にして

聖マリア幼稚園

　学校法人聖マリア幼稚園は、来年開園
50年目を迎えます。
　当幼稚園では、心の豊かな子「弱い人達
の友となり誰とでも仲良くし、お互いに信
頼しあう心。神様や周りの人たちに、感謝
する心。自分の信じるものに自信を持って
真の強さを持つ人」になるよう保育してい
ます。特に、脳の発達や心の成長のために
体育指導専門の先生の指導で、体操教室に
力を入れています。子どもたちは毎回楽し
みながら体を充分に動かすことで、心身の
健やかな発達と共に、鉄棒、跳び箱、マッ
ト、縄跳び、かけっこ、サッカー、ドッジ
ボールなどにその成果を見せています。ま
た、鉄棒やのぼり棒に触れることが、日課
になっている園児が増えています。

　幼児期に絵本の楽しさと出会い、物語な
どに親しむことを大切に考え、言葉や表現
の広がりや感動体験の共有を願い、絵本朗
読も重視しています。教師や保護者だけで
なく、「上田演劇塾」のボランティアサーク
ル「おはなし宅急便」の方にも絵本を朗読し
ていただいています。
　そのほか季節ごとの行事を楽しみなが
ら、思いやりや助け合いの心を育てるため
に、異年齢クラスでの活動も年間を通して
行っています。園外保育では動物園や自然
の中で楽しむほかに、電車に乗って出かけ、
改札を通ることや切符を買うことも経験し
ました。特に年少児は電車に乗ることだけ

で大満足のようでし
た。
　園生活すべてにお
いて、どんな人に
なってほしいかを考
え、少人数制だから
こそ、一人ひとりを
見取り、心を尽くし
て保育をしていま
す。

電車に乗って
懐古園へ

３年続けた体操の成果はご覧のとおり!!

＜広告欄＞
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Information A La Carte

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

初
期
救
急
セ
ン
タ
ー

小
児
科
の
看
護
師
を
募
集

●
任
用
期
間　

11
月
以
降
任
用
の
日
〜
平

成
24
年
３
月
31
日（
更
新
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

●
勤
務
場
所　

上
田
市
内
科
・
小
児
科
初

期
救
急
セ
ン
タ
ー

●
職
務
内
容
・
賃
金
な
ど　

月
〜
土
曜
日

の
午
後
６
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で
、

電
話
相
談
、
診
察
補
助
な
ど（
勤
務
日
、

時
間
は
シ
フ
ト
に
よ
り
異
な
る
の
で
、

応
相
談
）。
賃
金
は
、
上
田
市
非
常
勤

職
員
設
置
要
綱
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
が
あ
り
、
小

児
の
病
気
の
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
る

方（
で
き
れ
ば
小
児
科
に
勤
務
経
験
が

あ
り
、
乳
幼
児
の
点
滴
が
で
き
る
方
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
し
込
み　

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
健

康
推
進
課
に
電
話
で
連
絡
後
、
履
歴
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

２
年
間（
計
画
策
定
ま
で
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課

ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に
課
題
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以

内
・
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
担
当
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

◇
上
田
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

●
審
議
の
内
容　

地
域
福
祉
推
進
の
指

針
と
な
る
上
田
市
地
域
福
祉
計
画
に
関

し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議

し
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
地
域
福
祉
の
課
題

と
地
域
住
民
の
関
わ
り
」

●
応
募
締
切　

11
月
25
日
㈮

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
６
０
５
）

◇
上
田
市
林
業
振
興
協
議
会

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
森
林
整
備
計
画

の
策
定
な
ど
林
業
振
興
に
関
し
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
森
林
・
林
業
の
振

興
に
関
す
る
私
の
考
え
」

●
応
募
締
切　

11
月
15
日
㈫

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
用

料
理
の
募
集

　

平
成
24
年
度
版
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
す
る
生
活
習
慣
病
予
防
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
、

手
軽
で
お
い
し
い
料
理
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
募
集
し
ま
す（
漬
け
物
、

保
存
食
は
対
象
外
）。
応
募
者
全
員
の
方

に
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

に
、
料
理
の
材
料
と
作
り
方
、
主
な
食

材
の
産
地
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
料
理
写
真
を
添
え
て
、
郵

送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
２　

中
央
６

－
５

－

39　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康

プ
ラ
ザ
う
え
だ　

健
康
推
進
課
宛
）ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（kenko@

city.ueda.
nagano.jp

）で
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

上
田
市
霊
園
の

利
用
者
募
集

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

●
区
画
数　

４
区
画

●
区
画
面
積　

４
・
８
㎡（
１
区
画
）、
６

㎡（
３
区
画
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
遺
骨
を
自
宅

に
安
置
し
て
い
る
方（
死
体
埋
火
葬
許

可
証
の
写
し
が
必
要
）。
②
遺
骨
を
親

せ
き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な
ど
に
預
け

て
い
る
方（
寺
社
ま
た
は
墓
地
管
理
者

の
証
明
が
必
要
）。

●
申
込
期
間　

11
月
14
日
㈪
〜
25
日
㈮
に

生
活
環
境
課
に
あ
る
指
定
の
申
し
込
み

用
紙
で
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
申
込
者
へ
連
絡
し

ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

上
田
地
域
は
、
か
つ
て
全
国
で
も
有
数
の
蚕
糸
業
の
盛
ん
な
地
域

で
、特
に
蚕さ
ん

種し
ゅ

製
造
に
お
い
て
は
、一
大
生
産
地
で
し
た
。
そ
う
い
っ

た
背
景
の
中
、
明
治
25
年
に
小
県
蚕
業
学
校（
現
長
野
県
上
田
東
高

等
学
校
）が
、
県
下
初
の
実
業
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

蚕さ
ん

都と

上
田
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
同
会
代
表
の
市
原
潤
さ
ん
が
上
田
東

高
校
の
校
長
を
務
め
て
い
た
平
成
22
年
１
月
に
、
同
窓
会
メ
ン
バ
ー

な
ど
６
人
で
組
織
し
ま
し
た
。
市
原
さ
ん
が
同
窓
会
事
務
局
で
学
校

の
歴
史
な
ど
様
々
な
資
料
を
見
て
、
上
田
の
歴
史
と
蚕
糸
業
の
関
連

性
に
強
く
興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
「
近
代
の
上
田
市
は
蚕
糸
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、そ
れ
に
関
わ
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
が
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
が
生
き
て

き
た
社
会
が
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
、
改
め
て
蚕
糸

業
の
全
体
像
を

掘
り
起
こ
し
て

み
た
い
と
思
い

ま
し
た
」と
市

原
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
10
月
上

旬
に
は
、
蚕
都
上
田
館

（
旧
石
井
鶴
三
美
術
館
）

で
、
小
県
蚕
業
学
校
の
初

代
校
長
と
し
て
招
か
れ
た

三
吉
米よ
ね

熊く
ま

先
生
の
授
業
を

受
け
た
生
徒
が
、
講
義
筆

記
し
た
講
義
録
を
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
10
月
末
に
は
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ（U

RL:
http://w

w
w
.kjm
n.net/

）を
開
設
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
を

随
時
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
蚕
糸
業
に
関
わ
っ
た
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
映
像
記
録
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
残
す
と
と
も
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

市
原
さ
ん
は
、「
あ
く
ま
で
も
ア
ー
カ
イ
ブ
は
文
書
を
集
め
て
お
く

蔵
の
役
目
。
関
心
を
持
っ
た
人
が
蔵
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
蚕
糸
業
に
関
わ
る
資
料

を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
す
。

蚕
糸
業
で
培
わ
れ
た
歴
史
を
学
び

上
田
の
現
在
を
見
つ
め
て
い
ま
す

蚕都上田アーカイブ

蚕都上田アーカイブは、わがま
ち応援魅力アップ事業の採択を
平成22年度に受けました。１
年目は、蚕糸業で築いてきた歴
史とそれに関わってきた人たち
の記録を、オーラルヒストリー
（口承）により映像として残すた
めに、小県蚕業学校（現上田東
高校）や上田蚕糸専門学校（現信
州大学繊維学部）の卒業生、養
蚕製糸業関係者など市民にイ
ンタビューを行ってきました。
２年目は、関係者へのインタ
ビューを継続し、記録した映像
と、当時の写真や歴史資料など
を使ってテーマ別に編集し、番
組制作を進めています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

市
原　

潤
さ
ん　
い
ち
は
ら
・
じ
ゅ
ん

＜広告欄＞



このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。

　９月19日、上田城跡公園陸上競技場を
メイン会場に、中央商店街などで、第29
回上田真田まつりが開催されました。
　陸上競技場では、常

とき

田
だ

獅
じ

子
し

の舞や、太鼓
100人揃い打ち、信州真田鉄砲隊演武など
が行われた後、第二次上田合戦の真田軍と
徳川軍の戦いを再現した決戦劇では、真
田幸村と徳川秀忠の一騎打ちに会場が沸
きました。その後、時代衣装に身を包んだ
約400人の真田軍戦国行列が上田城を出発
し、中央商店街を練り歩きました。
　上田城の櫓

やぐら

門前では、「幸村なりきり隊
コンテスト」が行われ、アニメなどで描か
れた真田幸村などのコスチュームに身を包
んだ参加者が演技をして、なりきり度を競
いました。コンテストに参加した井上温

あつ

子
こ

さん（神戸市）は、「戦国BASARAの幸村が
好きで参加しました。緊張してパフォーマ
ンスするのが大変でした」と話していまし
た。
　また、福祉会館前や中央交差点などでは、
「ご当地キャラと遊ぼう」として、県内外か
ら約25体の着ぐるみキャラクターが集ま
り、子どもたちと写真を撮るなど、まつり
を盛り上げました。

な
り
き
り
コ
ン
テ
ス
ト
や

ご
当
地
キ
ャ
ラ
で
盛
り
上
が
る

第
29
回
上
田
真
田
ま
つ
り

区民広場を整備

　

豊
か
な
里
山
に
恵
ま
れ
た
傍

陽
中
組
自
治
会
で
、
住
民
相
互

の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
区
民
広
場
の
整
備
が
完
成

し
、
９
月
11
日
の
区
民
祭
で
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
で
は
、
平
成
20
年

度
に
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ

応
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、
ま

ず
は
景
観
の
美
化
と
住
民
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
２
年
に

渡
り
自
治
会
内
の
里
山
の
荒
れ

た
山
道
を
遊
歩
道
と
し
て
整
備
。
道
内
に
設
置
し

た
木
製
ベ
ン
チ
も
好
評
で
、
幼
児
の
散
歩
や
高
齢

者
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
、
世
代
間
の
交

流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
住
民
が
一
堂
に
会
す
る
行
事
を

開
催
し
よ
う
と
数
年
前
か
ら
区
民
祭
を
開
催
し
て

い
る
区
民
広
場
の
整
備
を
始
め
、
広
場
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
を
新
設
。
今
年
は
施
設
の
案
内
看
板

な
ど
の
設
置
と
既
存
の
遊
具
、
あ
ず
ま
や
の
補
修

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
自
治
会
員
が
集
ま
っ
た
区
民
祭
で
は
、

見
違
え
る
程
に
き
れ
い
に
な
っ
た
遊
具
で
遊
ぶ
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

活気にあふれ一体感のある集落を
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　10月2日に武石ともしび博物館で茶灯会が催され、市内
外から家族連れなど約120人が訪れました。博物館や庭園
には「灯

あか

りを楽しむ会」の皆さんが作った竹灯ろうなど、約
500本が点

とも

され、周辺はやさしい光に包まれました。会長
の清住崇

たか

之
ゆき

さんは、「今年は東日本大震災などがあり、武
石から元気を届けようとの思いを込め、みんなで庭園に絆
の文字をつくりました。」と話してくれました。
　展示館前では、茶道教室「やまぶきの会」の皆さんがお茶
会を催し、幻想的な光の中、抹茶がふるまわれました。ま
た、伝承館では、中田早

さ

伃
よ

子
こ

さんのアルパと矢
や

島
じま

榮子さん
のケーナによるフォルクローレ（南米の民族音楽）の演奏が
行われ、訪れた方々は素敵な音色に聞き入っていました。
少し肌寒い夜でしたが、訪れた人は手作りの光と、温かい
お茶と音楽で、秋の夜長を満喫していました。

武
石
と
も
し
び
博
物
館

や
さ
し
い
光
に
包
ま
れ
お
茶
を
楽
し
む

　

10
月
８
日
・
９
日
、
げ
ん
き
ま
る

こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
が
丸
子

総
合
体
育
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
、上
田
市
商
工
会
、

信
州
う
え
だ
農
協
、
丸
子
地
域
の
工

業
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

産
業
を
地
域
の
方
に
良
く
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

体
育
館
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
企
業
展
示
が
行

わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
小
学
校
の
金

管
バ
ン
ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
に
、来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

屋
外
に
は
、
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
パ
ト
カ
ー
や
高
さ
35
ｍ

ま
で
延
び
る
消
防
ハ
シ
ゴ
自
動
車
、
旧
式
の
オ
ー
ト
三
輪
消
防
車
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
丸
子
修
学
館
高
校

の
生
徒
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
子
ど
も
対
象

の
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

で
工
作
の
指
導
を
し
た

り
、
各
ブ
ー
ス
の
運
営
の

手
伝
い
、
ま
た
会
場
準
備

か
ら
片
付
け
ま
で
参
加
し

ま
し
た
。
地
域
の
若
い
力

も
加
わ
り
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
来
場
者
の
一
体
感
の

感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

げんきまるこ産業フェスタ2011

若い力と地域の一体感
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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人の動き（平成23年10月１日現在）

　

別
所
温
泉
の
あ
い
そ
め
の
湯
で
、
第
４
回
あ
い
そ
め
祭
り
別
所
温
泉

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
１
が
10
月
１
日
・
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
信
州
塩
田
平
和わ

願が
ん

太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
が
、
祭
り
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
同
温
泉
の
芝
生
広
場
に
は
、
県
内
外

か
ら
木
工
や
皮
、
布
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
な
ど
の
工
芸
品
の
展
示

販
売
を
行
う
62
の
ブ
ー
ス
が
出
展
。
訪
れ
た
人
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

工
芸
品
を
手
に
取
っ
て
見
た
り
、
工
芸
品
の
作
り
方
や
、
出
展
者
に
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
な
ど
を
聞
い
て
、
気
に
入
っ
た
も
の
を
購
入
し
て
い

ま
し
た
。
坂
城
町
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
竹
鼻
結ゆ
う

子こ

さ
ん
は
、「
手
づ
く

り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
あ
る
の
で
、
満
足
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
駐
車
場
で
は
、
丸
子
の
農
産
物
直
売
所
あ
さ
つ
ゆ
な
ど
の

農
産
物
や
焼
き
鳥
の
販
売
、
消
防
団
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
が
行
わ
れ
た
り
、

輪
投
げ
な
ど
の
ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
同
温
泉
多
目
的

ホ
ー
ル
で
は
地
元
公
民
館
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
別
所

温
泉
駅
で
は
丸
窓
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
、
丸
窓
電
車
の
見
学
や
鉄
道
模

型
を
動
か
す
体
験
な
ど
で
、
訪
れ
た
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

祭
り
実
行
委
員
会
の
西
島
義よ
し

一か
ず

会
長
は
、「
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
秋
の
祭
り
に
し
よ
う
と
、
幾
つ
か
の
団
体
が
合
同
で

行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
催
し
が
あ
る
の
で
、楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
４
回
あ
い
そ
め
祭
り

別
所
温
泉
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
１
を
開
催

情
報
提
供
／
別
所
温
泉
あ
い
そ
め
祭
り
実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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